
「
初
め
て
聞
い
た
」
「
よ
く
わ
か
っ
た
」
と

８
月
20
日
、
碧
南
文
化
会
館
で
「
ご
み
焼
却
場
と

気
候
危
機
打
開
を
考
え
る
学
習
会
」
ガ
開
か
れ
ま
し

た
。
碧
南
市
、
高
浜
市
は
じ
め
南
知
多
町
，
長
久
手

町
、
日
進
市
、
名
古
屋
市
、
刈
谷
市
か
ら
１
０
０
名

近
く
が
参
加
。
熱
気
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

猛
暑
、
豪
雨
、
山
火
事
な
ど
「
地
球
が
沸
騰
」
と

国
連
が
い
う
ほ
ど
深
刻
な
気
候
危
機
。
そ
の
元
凶
の

二
酸
化
炭
素
を
日
本
一
排
出
し
て
い
る
中
部
電
力
㈱

や
、
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
石
炭
火
力
発
電
所
の
延
命
に
ア
ン

モ
ニ
ア
混
焼
で
ご
ま
か
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
部
電
力
に
、
一
般
廃
棄
物
ま
で
焼
却
場
を

つ
く
り
委
ね
よ
う
と
し
て
い
る
禰
冝
田
碧
南
市
長
。

参
加
者
か
ら
は
、
初
め
て
聞
い
た
。
総
合
的
に
ご
み

の
問
題
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

国
の
ご
み
行
政
の
問
題
点

講
師
の
岩
佐
恵
美
さ
ん
は
国
の
ご
み
行
政
は
「
焼

却
中
心
、
大
型
焼
却
炉
建
設
、
ご
み
発
電
を
推
進
。

自
治
体
は
建
設
費
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
か
さ
み

財
政
負
担
増
と
な
っ
て
い
る
。
二
酸
化
炭
素
削
減
に

は
ご
み
減
量
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
「
燃
や
せ

燃
や
せ
」
と
な
っ
て
い
る
と
ズ
バ
リ
。
ご
み
発
電
は
、

廃
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
焼
却
促
進
と
な
る
こ
と
。
国
が
決

め
た
「
プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
資
源
循
環
法
」
を
地
方
自
治

体
に
も
徹
底
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
指
摘
し
ま
し
た
。

民
間
の
産
廃
で
は
デ
ー
タ
ー
隠
し
も

碧
南
市
と
中
電
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
般
廃
棄

物
と
産
業
廃
棄
物
が
混
焼
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
「
何

を
ど
れ
だ
け
燃
や
し
て
い
る
の
か
」
把
握
で
き
な
く

な
り
デ
ー
タ
ー
改
ざ
ん
や
隠
し
も
や
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
だ
れ
が
、
空
気
や
環
境
を
監
視
で
き
る
で
し
ょ

う
か
。

事
業
ご
み
は
も
っ
と
削
減
可
能

岩
佐
さ
ん
の
、
東
京
都
立
川
市
で
は
ご
み
減
量
を

市
民
と
行
政
が
取
り
組
み
、
事
業
ご
み
の
全
量
チ
ェ
ッ

ク
も
実
施
。
碧
南
市
の
事
業
系
ご
み
３
３
１
（
ｇ
／

人
日
）
の
５
分
の
１
の
74
（
ｇ
／
人
日
）
に
で
き
て

い
ま
す
。

焼
却
炉
も
っ
と
小
型
化
可
能

現
在
衣
浦
衛
生
組

合
の
焼
却
炉
は
、

日
／
95
ｔ
×
２
基

で
１
９
０
ｔ
／
日
、

処
理
の
炉
で
す
。

し
か
し
稼
働
率

は
８
割
ほ
ど
、
生

ご
み
，
剪
定
枝
、

プ
ラ
ス
テ
ッ
ク
を
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
れ

ば
、
も
っ
と
焼
却

炉
の
小
型
化
が
可

能
で
す
。

静
岡
県
掛
川
市
で
は
人
口
１
１
５
，
４
８
８
人
。

菊
川
市
４
７
，
７
８
９
人
の
合
計
１
６
３
，
２
７
７

人
で
１
２
０
ｔ
の
焼
却
炉
に
し
ま
す
。
碧
南
市
７
２
，

５
４
６
人
。
高
浜
市
４
９
，
２
２
６
人
の
合
計
１
２

１
，
７
７
２
人
な
ら
１
２
０
ｔ
以
下
に
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
こ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ご
み

減
量
の
施
策
と
計
画
を
つ
く
り
市
民
と
共
に
行
え
る

公
設
公
営
で
こ
そ
で
す
。

市
民
の
力
で
利
潤
優
先
で

な
く
安
心
安
全
な
ま
ち
に

中
電
に
丸
投
げ
し
て
、
癒
着
・
談
合
の
ご
み
焼
却

場
で
は
、
建
設
業
者
や
運
営
す
る
中
電
の
利
益
優
先

で
、
高
い
買
い
物
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

将
来
に
わ
た
っ
て
、
安
心
安
全
な
環
境
と

ま
ち
に
す
る
た
め
に
市
民
の
力
で
民
設
民
営

化
を
止
め
ま
し
ょ
う
。
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ゴミ焼却場と気候危機打開を考える学習会
「民営化ほっておけない」と会場いっぱい１００人



１
・
２
号
機
を
即
時
停
止
に

８
月

18
日
、
碧
南
市
議
会
は
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
碧
南
石
炭
火
力

発
電
所
を
視
察
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
山
口
は
る
み
、

岡
本
守
正
議
員
も
ア
ン
モ
ニ
ア
混
焼
の
実
証
実
験
の
状
況

を
見
て
き
ま
し
た
。

説
明
で
は
、
１
号
機
（
70
万
ｋ
ｗ
）
２
号
機
（
70
万
ｋ

ｗ
）
は
、
非
効
率
炉
で
停
止
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
実
態
は
国
の
指
示
待
ち
で
、
２
０
３
０
年
ま
で
、

あ
と
７
年
間
も
延
命
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
３
０
年
ま
で
あ
と
「
０
．
４
度
」
以
内

２
０
３
０
年
ま
で
に
、
気
温
の
上
昇
を
１
・
５
度
以
下

に
抑
え
な
い
と
、
地
球
の
循
環
能
力
を
超
え
て
、
後
戻
り

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
現
在
１
・
１
度

ま
で
上
昇
し
て
し
ま
い
残
る
の
は
０
・

４
度
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
っ
た
な
し

の
状
況
で
す
。
す
で
に
廃
炉
が
予
定
さ

れ
て
い
る
も
の
は
停
止
し
１
４
０
万
ｋ

ｗ
の
発
電
で
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
を

減
ら
す
こ
と
は
す
ぐ
で
き
ま
す
。

０
．
０
２
％
の
ア
ン
モ
ニ
ア
を
混
焼

実
験
し
、
莫
大
な
費
用
を
か
け
る
よ
り
廃
炉
、
停
止
こ
そ

即
効
性
が
あ
り
ま
す
。
企
業
利
益
の
た
め
に
、
地
球
や
人

類
の
危
機
を
も
平
気
な
企
業
は
社
会
的
な
責
任
を
放
棄
し

て
い
ま
す
。

ア
ン
モ
ニ
ア
生
成
時
の
二

酸
化
炭
素
は
未
成
功

ア
メ
リ
カ
の
メ
キ
シ
コ
湾
と
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
ア

ン
モ
ニ
ア
の
生
成
を
す
る
計
画
で
す
。

●
生
成
時
に
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い
も
の
＝

グ
リ
ー
ン
ア
ン
モ
ニ
ア

●
生
成
時
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
を
回
収
す
る

も
の
＝

ブ
ル
ー
ア
ン
モ
ニ
ア

こ
の
ど
ち
ら
も
、
今
だ
開
発
さ
れ
ず
実
用
化
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

結
局
生
成
時
に
二
酸
化
炭
素
を
出
し
っ
ぱ
な
し
の
＝

グ
レ
ー
ア
ン
モ
ニ
ア

を
碧
南
で
は
使
う
予
定
と
の
こ
と
、
こ
れ
で
は
本

末
転
倒
で
す
。
日
本
を
代
表
す
る
大
企
業
が
、
国
際

市
場
か
ら
石
炭
火
力
発
電
所
か
ら
生
産
さ
れ
た
製
品

の
不
買
運
動
や
融
資
拒
否
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
こ

と
。
石
炭
や
原
発

を
や
め
る
世
界
の
動
向
を
知
り
つ
く
し
て
い
る
の
に
、

国
民
騙
し
の
ア
ン
モ
ニ
ア
混
燃
に
莫
大
な
費
用
を
費

や
し
て
い
る
の
で
す
。

省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
へ
の

転
換
こ
そ
未
来
へ
の
道

国
も
中
電
も
、
石
炭
に
固
執
せ
ず
「
省
エ
ネ
・
再

エ
ネ
」
に
切
り
替
え
る
こ
と
が
、
企
業
の
未
来
も
、

地
球
や
人
類

の
未
来
も
救

う
道
で
す
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

９
月
19
日
（火
曜
日
）
午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
6
ー
17

（
日
進
小
学
校
南
）

http://hekinan.jcpweb.net/

日本共産党碧南市会議員団の

ホームページをご覧ください。

ＪＥＲＡ石炭火力発電所 視察しました

アンモニアは二酸化炭素出す「グレーアンモニア」

若者１６人の訴え勝訴
化石燃料依存は違憲

アメリカのモンタナ州で若者 16 人が「化石

燃料に依存する州の政策は地球温暖化を加速

させ若者の未来を奪っている」と地方裁判所

に訴え。

８月１４日に「原告勝訴」の判決を出しま

した。

日本政府も中電依存の碧南市も心して受け止

めるべきです。


